
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

今
月
の
内
容

11―12 行政からのお知らせ２

■不動産合同公売
■市民農園利用者募集
■生涯学習ボランティア募集
■鉾田農業高校「苗物市」
■医療機関案内
　　　　　　　　　　　　　ほか

8―10 まちの話題

■小中学校等卒業式
■市議会定例会
■人権・同和問題講演会
■こむこむ　ほこた
■スポーツ
　　　　　　　　　　　　　ほか

2―7 行政からのお知らせ１

■定額給付金等
■農地改良制度改正
■鉾田市・まちづくり特例市へ
■行政組織一部改編
■新年度予算
　　　　　　　　　　　　　ほか
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寄居区の皆さんによる農道整備の様子

～ここに生まれ育ってよかった！～ここに生まれ育ってよかった！
　　お嫁にきてよかった！！　　お嫁にきてよかった！！
　　　と思える地域づくりを目指して～　　　と思える地域づくりを目指して～

炊き出しの様子（寄居公民館）

完成した農道

　

視
界
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
田
園
風
景
。
そ
の
真
ん
中
を

通
る
一
本
の
農
道
。
目
を
凝
ら
す
と
、
40
人
ほ
ど
の
人
た

ち
が
ス
コ
ッ
プ
を
も
っ
た
り
木
杭
を
担
い
だ
り
、
小
型
の

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
操
作
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間
、寄
居
区
（
冨
田
良
区
長
）

で
、
住
民
た
ち
の
手
に
よ
る
農
道
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
業
名
は
「
寄
居
区
中
間
道
路
整
備
」。
今
年
元
日

の
区
の
新
年
会
で
、
寄
居
区
中
間
道
路
整
備
委
員
会
（
海

老
原
政
美
委
員
長
）
を
組
織
し
、
農
道
の
設
計
か
ら
資

材
調
達
ま
で
準
備
を
整
え
、
今
回
の
実
施
に
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。

　

工
事
総
延
長
３
０
０
ｍ
の
う
ち
、
今
年
は
第
１
工
区
と

し
て
１
８
０
ｍ
を
整
備
し
ま
し
た
。
工
事
に
係
る
資
材
等

の
ほ
と
ん
ど
は
寄
居
区
で
準
備
し
、
市
役
所
か
ら
提
供
を

受
け
た
の
は
、
砕
石
と
水
路
用
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
み
。
お

昼
ご
は
ん
も
も
ち
ろ
ん
区
の
女
性
た
ち
に
よ
る
手
作
り
。

五
目
御
飯
の
お
に
ぎ
り
や
わ
か
め
の
入
っ
た
お
に
ぎ
り
、

豆
腐
と
ね
ぎ
の
お
澄
ま
し
、
大
根
と
鶏
肉
の
煮
物
、
ご
ぼ

う
の
酢
の
物
、
筍
の
入
っ
た
煮
物
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ご
ち
そ
う
が
公
民
館
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
、
手
づ
く
り
の
農
道
整
備
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
や
建
設
会
社
な
ど
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯

が
８
割
を
占
め
る
寄
居
区
。
そ
の
う
え
、
今
回
整
備
し
た

農
道
を
利
用
し
て
米
を
作
っ
て
い
る
人
は
少
数
。し
か
し
、

区
の
全
戸
が
作
業
に
参
加
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
「
行
政
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
。
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
行

う
の
が
寄
居
区
の
モ
ッ
ト
ー
。

そ
の
方
が
早
い
。」
と
同
委
員

会
の
事
務
局
を
務
め
た
中
根
康

雄
さ
ん
。
さ
ら
に
、「
寄
居
区

の
目
標
は
、『
寄
居
に
生
ま
れ

育
っ
て
良
か
っ
た
。
お
嫁
に
来

て
良
か
っ
た
！
』
と
思
え
る
区

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
地
区
の
活
動
は
『
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ
く
』
を
合
言

葉
に
冨
田
区
長
を
中
心
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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市
の
動
静　
（
３
月
）

２　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク　

３　

市
議
会
定
例
会
（
19
日
ま
で
）

６　

鉾
田
市
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

16　

鉾
田
市
交
通
対
策
協
議
会

18　

茨
城
県
農
業
会
議
定
例
総
会

22　

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
鹿
行
統
一
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

24　

県
中
央
食
肉
公
社
取
締
役
会

　
　

県
東
海
地
区
環
境
放
射
線
監
視
委
員
会

25　

市
人
権
推
進
連
絡
協
議
会

26　

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
議
会
定
例
会

27　

レ
ジ
袋
有
料
化
協
定
調
印
式

30　

県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　
　

片
岡
鶴
太
郎
講
演
会

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

申
請
書
受
付
期
間

：

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
10
月
１
日
ま
で

　

鉾
田
市
で
は
、
３
月
中
旬
に
各
世
帯
へ
定
額
給
付
金
等
に
係
る
申
請
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
期
間

内
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所　

定
額
給
付
金
担
当　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

問

　

基
準
日
（
平
成
21
年
２
月
１
日
）
に
お
い
て
鉾
田
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
及
び
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
不
法
滞

在
及
び
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
）
が
給
付
の
対
象
で
す
。

▼
定
額
給
付
金

●
一
人
に
つ
き

１
万
２
千
円
。

　

更
に
基
準
日
に

お
い
て
、
65
歳
以

上
の
方
及
び
18
歳

以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
８
千
円
加
算

《
外
国
人
の
周
囲
の
皆
様
へ
お
願
い
》

　

鉾
田
市
に
は
約
30
か
国
、
２
，
０
０
０
人
以
上
の
外
国
の

方
が
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
役
所
で
は
、
す
べ
て
の
外
国
人
の
皆
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
、
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
外
国
人
の
周
囲
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
日
本
人
の

皆
様
に
は
、
外
国
人
の
方
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
給
付
手
続
き
に
は
１
か
月
か
ら
１
か
月
半
か
か
り
ま
す
。

４
月
か
ら
５
月
に
出
国
予
定
の
方
は
、
至
急
、
定
額
給
付
金

窓
口
（
本
庁
舎
の
み
）
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

例）
世帯主（40歳） 12,000円
妻（35歳） 12,000円
父（70歳） 20,000円
母（68歳） 20,000円
長女（７歳） 20,000円
長男（３歳） 20,000円

計 104,000円
（世帯主へ給付）

　

定
額
給
付
金
の
給
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
平
成

20
年
３
月
31
日
時
点
で
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
２
人
以

上
お
り
、
そ
の
第
２
子
以
降
が
５
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
が
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
対
象
で
す
。

▼
子
育
て
応
援
特
別
手
当

●
対
象
と
な
る
子

ど
も
一
人
に
つ
き
、

３
万
６
千
円
。

平成20年３月31日時点で、18歳未満（平成２年４月２日
以降に出生）の子ども

※
第
１
子
が
住
民
基
本
台
帳
上
別
の
世
帯
と
な
っ
て
い
る
場
合

　

第
１
子
が
学
校
の
寄
宿
舎
に
い
る
な
ど
、
住
民
基
本
台
帳
上

は
そ
の
世
帯
に
子
ど
も
が
１
人
し
か
い
な
い
と
記
録
さ
れ
て
い

る
場
合
で
も
、
第
１
子
の
扶
養
関
係
が
健
康
保
険
証
な
ど
で
確

認
で
き
れ
ば
、
第
２
子
は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
市
で
は
、
※
の
よ
う
な
場
合
な
ど
、
住
民
基
本
台
帳
の
み
で

は
対
象
者
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、
平
成
20
年
３
月
31
日
時
点

で
３
歳
か
ら
５
歳
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
い
る
世
帯
全
部
に

申
請
書
を
定
額
給
付
金
通
知
に
同
封
し
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成20年３月31日時点で、５歳か
ら３歳まで（平成14年４月２日から
平成17年４月１日生まれ）の子ども第１子

第３子
第４子

＜対象外＞
例） 第１子（10歳） 対象外
       第２子（５歳） 36,000円
       第３子（３歳） 36,000円
       第４子（１歳） 対象外

＜対象外＞

計 72,000円
（世帯主へ支給）

■
手
続
き
の
流
れ

　

市
役
所
か
ら
世
帯

主
宛
て
に
申
請
書
が

届
き
ま
す
。

１１
　

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
付

の
う
え
郵
送
、
又
は
市
の

定
額
給
付
金
窓
口
に
提
出

し
ま
す
。

２２Q　

 

基
準
日
の
２
月
１
日
よ
り
後
に
鉾
田
市
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
場
合
は
ど
こ
か
ら
も
ら
う
の
？

A　

 

２
月
１
日
時
点
で
は
、
他
の
市
区
町
村
に
住
民
登
録
を

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
市
区
町
村
に
申
請
し
、
給
付
金

等
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q　

 

申
請
書
の
提
出
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
受
付
期
間
を
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

A　
 

申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
自
動
的
に
辞
退
し
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
平
成
21
年
10
月
１
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

所
得
制
限
は
あ
る
の
？

A　

 

鉾
田
市
に
お
い
て
は
、
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
と
も
に
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

申
請
し
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
で
、
受
領
で
き
る
の
？

A　

 

第
１
回
目
の
口
座
振
込
は
４
月
後
半
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
申
請
し
て
か
ら
振
込
み
ま
で
、
１
か

月
か
ら
１
か
月
半
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

■
Ｑ
＆
Ａ

　

市
役
所
で
記
載
内
容
等
を
審
査
し
、
間
違
い
が
な

い
場
合
は
、
給
付
予
定
日
等
を
記
載
し
た
「
給
付
決

定
通
知
書
」
を
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

３３
　

給
付
予
定
日
に
、
定
額
給
付
金
等
が
口
座
へ
振
込

ま
れ
ま
す
。（
現
金
給
付
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
定
額

給
付
金
窓
口
で
の
受
領
と
な
り
ま
す
。）

４４

＜定額給付金窓口＞
　・市役所２階
　・旭市民センター
　・大洋市民センター
　　（ふるさと見聞館）

「
定
額
給
付
金
」
と
偽
る

　

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

＜支給の対象＞

● 

定
額
給
付
金
の
給
付
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

振
り
込
め
詐
欺
の
典
型
的
な
手
口
と
し
て
、
給
付
手
続

き
を
行
う
な
ど
と
嘘
を
言
っ
て
電
話
で
誘
導
し
、
銀
行

等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
さ
せ
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
よ

う
と
す
る
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

● 

総
務
省
や
市
区
町
村
が
定
額
給
付
金
の
給
付
に
あ
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

こ
の
ほ
か
、
定
額
給
付
金
給
付
の
手
続
き
に
必
要
と
偽
っ

て
、口
座
番
号
等
を
聞
き
出
す
よ
う
な
手
口
も
あ
り
ま
す
。

● 

不
審
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の
警
察
署
や

市
の
定
額
給
付
金
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第２子
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〈
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

● 

農
地
改
良
を
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

制
か
ら
協
議
制
へ

●
農
地
改
良
行
為
の
基
準
面
積
を
引
き
下
げ

　

 （
５
，
０
０
０
㎡
未
満
か
ら
３
，
０
０
０
㎡
未
満

へ
引
き
下
げ
）

● 

農
地
の
埋
立
等
に
使
用
す
る
建
設
発
生
土
等
、
発

生
元
の
明
確
化

県　

農
林
水
産
部
農
政
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　

農
地
調
整
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
０
２
９
〜
３
０
１
〜
３
８
３
８

市
役
所　

農
業
委
員
会
☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
２
５
１
・
１
２
５
２

問 農
地
改
良
制
度
改
正

４
月
１
日
〜

項
目

改
正
内
容

農
地
改
良

の
協
議

農
地
を
改
良
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
事

業
実
施
の
１
か
月
前
ま
で
に
、
農
業
委

員
会
に
協
議
書
を
提
出
す
る
。

農
地
改
良
協
議

に
対
す
る
同
意

（
不
同
意
）
通
知

書

農
業
委
員
会
は
協
議
者
に
対
し
て
事
業

実
施
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
審
査
の
結

果
を
通
知
す
る
。
ま
た
、
２
週
間
前
ま

で
に
通
知
で
き
な
い
場
合
は
、
理
由
を

付
し
て
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

農
地
面
積

３
，
０
０
０
㎡
未
満
と
す
る
。

掘
削

申
請
地
の
作
土
を
農
地
復
元
後
の
作
土

と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
作
土
の
は
ぎ

と
り
（
１
m
以
内
）
を
除
き
、
原
則
と

し
て
認
め
な
い
。

隣
接
地
か
ら
の

盛
土
等
の
高
さ

50
㎝
以
下
と
す
る
。

土
砂
搬
出
同
意

書
の
添
付

協
議
書
に
は
、
搬
入
土
砂
等
の
取
得
先

の
土
地
所
有
者
又
は
建
設
工
事
元
請
業

者
の
土
砂
搬
出
同
意
書
を
添
付
す
る
。

標
識
の
交
付
及

び
掲
示

農
業
委
員
会
は
同
意
通
知
す
る
場
合
は

「
農
地
改
良
同
意
済
標
識
」
を
交
付
し

事
業
地
へ
の
掲
示
を
指
導
す
る
。

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、

　

衣
類
乾
燥
機
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

市
役
所　

生
活
環
境
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
１
３
２

問
　

４
月
か
ら
、
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
）
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
の
支
払
い
が
必
要
と
な
る
特
定
家
庭
用
機
器
が
追

加
さ
れ
ま
す
。

〈
追
加
さ
れ
る
特
定
家
庭
用
機
器
〉

家
電
製
品
名

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

テ
レ
ビ
（
液
晶
・
プ
ラ
ズ

マ
式
16
V
型
以
上
）

２
，
８
３
５
円

　
　

〜
３
，
７
９
５
円

テ
レ
ビ
（
液
晶
・
プ
ラ
ズ

マ
式
15
V
型
以
下
）

１
，
７
８
５
円

　
　

〜
３
，
７
９
５
円

衣
類
乾
燥
機

２
，
５
２
０
円

　
　

〜
３
，
４
４
４
円

〈
現
行
の
特
定
家
庭
用
機
器
〉

家
電
製
品
名

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

エ
ア
コ
ン

２
，
６
２
５
円

　

〜
１
５
，
７
５
０
円

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式

16
V
型
以
上
）

２
，
８
３
５
円

　
　

〜
３
，
７
９
５
円

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式

15
V
型
以
下
）

１
，
７
８
５
円

　
　

〜
３
，
７
９
５
円

冷
蔵
庫
、冷
凍
庫（
１
７
１

リ
ッ
ト
ル
以
上
）

４
，
８
３
０
円

　
　

〜
５
，
８
６
９
円

冷
蔵
庫
、冷
凍
庫（
１
７
０

リ
ッ
ト
ル
以
下
）

３
，
７
８
０
円

　
　

〜
５
，
８
６
９
円

洗
濯
機

２
，
５
２
０
円

　
　

〜
３
，
４
４
４
円

※
特
定
家
庭
用
機
器
を
処
分
す
る
場
合
は
、
家
電
小
売
店
に

依
頼
す
る
か
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
た

後
、
領
収
書
を
持
参
の
う
え
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
鉾

田
・
大
洋
地
区
）
及
び
大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
（
旭

地
区
）
に
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
己
搬
入
す

る
際
に
は
、
別
途
収
集
運
搬
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

市
行
政
組
織
（
教
育
委
員
会
）
改
編

　
　

及
び
一
部
業
務
（
マ
ル
福
）
移
管

　

４
月
１
日
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
指
導
課
を
新
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
と
生
涯
学
習
課
を
統
合
す
る
組
織
改
編
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
の
所

管
課
を
保
険
年
金
課
に
変
更
し
ま
し
た
。

指
導
室

教育委員会 〈
教
育
委
員
会

　
　
　

組
織
図
〉

教育長

教育部

学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

指
導
課

生
涯
学
習
課

鉾
田
中
央
公
民
館

旭
公
民
館

大
洋
公
民
館

図
書
館

総
合
公
園

旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

鉾
田
分
室（
鉾
田
中
央
公
民
館
内
）

大
洋
分
室（
大
洋
公
民
館
内
）

〈担当窓口の変更〉

医療福祉費支給制度
（マル福）

子
ど
も
家
庭
課

保
険
年
金
課

平
成
21
年
度
市
職
員
人
事
異
動

（
課
長
級
以
上
）

　

農
地
改
良
制
度
と
は
、
耕
作
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
田
畑
転
換
や
高
低
差
の
解
消
な
ど
の
農
地
改
良

を
、農
家
が
自
ら
行
う
行
為
に
つ
い
て
定
め
た
制
度
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
こ
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

副
市
長
に

　

塚
原
祐
次
郎
氏　

就
任

　

３
月
に
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
塚
原
氏
が
副
市
長
に
選
任

さ
れ
４
月
１
日
付
け
で
就
任
し
ま
し

た
。

〈
略
歴
〉

昭
和
22
年
生
ま
れ
、
安
房
在
住
、
昭
和

42
年
か
ら
鉾
田
町
役
場
勤
務
、
町
村

合
併
後
、
総
務
部
長
・
建
設
部
長
を
歴

任
、
平
成
20
年
３
月
市
役
所
退
職

飯
島
茂
副
市
長
が

　
　
　
　
　
　

退
任

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
飯
島
副
市

長
が
退
任
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
４

月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
市
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
、
４
月
か
ら

は
県
に
復
帰
し
ま
し
た
。

部
長
級

建
設
部
長　
　

鬼
澤
一
郎

旭
市
民
セ
ン
タ
ー
参
事
兼

セ
ン
タ
ー
長　

小
野
裕
之

水
道
部
長
兼
鉾
田
水
道
事

務
所
長
兼
旭
水
道
事
務

所
長　
　
　
　

小
田
照
男

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　

花
沢
俊
夫

議
会
事
務
局
参
事
兼
事
務

局
長　
　

大
聖
寺
登
美
雄

教
育
部
長　
　

山
口
繁
穂

参
事
兼
指
導
課
長

　
　
　
　
　
　

大
川　

久

課
長
級

総
務
課
長　
　

山
田
幸
吉

市
民
課
長　
　

石
﨑
長
一

税
務
課
長　
　

小
島
一
夫

収
納
課
長　
　

田
山
和
彦

副
参
事
兼
収
納
課
長

補
佐　
　
　
　

伊
東
洋
治

課
長
級

旭
地
籍
調
査
室
長

　
　
　
　
　
　

田
﨑
信
二

大
洋
地
籍
調
査
室
長

　
　
　
　
　

久
保
田　

篤

子
ど
も
家
庭
課
長

　
　
　
　
　
　

新
堀
浩
司

健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　

菅
谷
隆
栄

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
副
参

事
兼
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

飯
島
幸
至

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

大
川
英
雄

学
校
教
育
課
副
参
事

　
　
　
　
　

小
野
瀬
武
彦

指
導
課
指
導
室
長

　
　
　
　
　
　

菅
谷
弘
史

生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　

人
見
國
昭

鉾
田
中
央
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　

野
中
悦
雄

図
書
館
長　
　

石
津
勝
男
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市役所で戸籍抄本取得して
から・・・
県窓口へ申請→県窓口で受領

市役所窓口で戸籍抄本取得・
パスポート申請→市役所で
受領

鉾
田
市
が

　
　
　

権
限
移
譲
を

　
　
　
　
　

受
け
る
事
務

●
平
成
21
年
４
月
か
ら

■ 

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
建
築
許
可
等
12
事
務
（
都
市
再

開
発
法
関
係
）

■ 

風
致
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等

７
事
務
（
茨
城
県
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建

築
行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
関
係
）

■
都
市
計
画
施
設
内
の
建
築
の
許
可

　
（
都
市
計
画
法
関
係
）

■
都
市
計
画
事
業
地
内
の
建
築
の
許
可

　
（
都
市
計
画
法
関
係
）

●
平
成
21
年
６
月
か
ら

■
旅
券
新
規
発
給
事
務
等
４
事
務

　
（
旅
券
法
関
係
）

●
平
成
22
年
４
月
か
ら

■ 

農
地
転
用
の
許
可
（
２
ｈ
ａ
以
下
）
等

８
事
務
（
農
地
法
関
係
）　

■
開
発
行
為
の
許
可
等
25
事
務

　
（
都
市
計
画
法
関
係
）

■
優
良
宅
地
造
成
の
認
定

　
（
租
税
特
別
措
置
法
関
係
）

■ 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
個
人
・
組
合
施

行
の
認
可
（
５
ｈ
ａ
未
満
）
等
39
事
務
（
土

地
区
画
整
理
法
関
係
）

「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」
と
は
・
・
・

　

茨
城
県
の
権
限
委
譲
制
度
の
ひ
と
つ
で
、
自
主
的
・

自
立
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
要
件
は
、
人
口
５
万
人
以
上
の
市
で
、

当
該
市
か
ら
の
申
出
に
基
づ
い
て
、
県
に
よ
り
指
定

さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
に
な
る
と
県
が
処
理
す
る
事

務
の
一
部
が
市
へ
移
譲
さ
れ
、
指
定
を
受
け
た
事
務

に
つ
い
て
の
手
続
き
に
要
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
へ

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
へ

　

鉾
田
市
・
４
月
１
日
か
ら

　

鉾
田
市
・
４
月
１
日
か
ら

市
役
所　

総
務
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
２
２

問
　

鉾
田
市
は
、
４
月
１
日
か
ら
県
の
「
ま
ち
づ
く
り
特

例
市
」
の
指
定
を
う
け
、
県
の
許
可
事
務
で
あ
っ
た
農

地
転
用
な
ど
権
限
の
委
譲
を
受
け
ま
す
。

　

ま
た
、旅
券
事
務
の
権
限
委
譲
も
行
わ
れ
、パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
・
受
領
が
市
の
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

農地転用の許可（２ha以下）など（平成22年度から）

パスポートの申請・受領（平成21年６月から）

申請→市農業委員会経由
→茨城県→県許可

申請→市農業委員会
→市農業委員会許可

■
応
募
総
数

：

１
，
１
５
４
件

　
　
（
市
内
４
９
５
・
県
内
６
２
９
・
県
外
30
）

■
審
査
委
員

：

市
長
、
市
議
会
議
長
、
教
育
長
、

　
　
　
　
　
　

各
J
A
代
表
、
区
長
会
長
、

　
　
　
　
　
　

女
性
連
絡
協
議
会
長
、各
商
工
会
長
、

　
　
　
　
　
　

市
内
各
高
校・中
学
生
代
表（
７
名
）、

　
　
　
　
　
　

市
産
業
経
済
部
長

◎ 

「
ほ
こ
ま
る
」
と
す
る
応
募
が
37
名
の
方
か
ら

あ
っ
た
た
め
、
抽
選
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

受
賞
者

：

小
美
玉
市　

生
稲
将
光
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
歳
）

〜
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〜

審
査
会
の
様
子
。
中
学

生
、
高
校
生
も
積
極
的

に
発
言
し
ま
し
た
。

飯
島
区
長
会
長
立
会

い
の
も
と
市
長
が
グ

ラ
ン
プ
リ
の
抽
選
を

行
い
ま
し
た
。

※鹿行パスポートセンター（鹿行地方総合事務所内）は５月末で閉鎖されます。
※ ６月１日以降、県窓口でのパスポート申請・受領はできなくなります。また、他市町村での申請・受領もでき
ません。
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鉾
田
工
事
事
務
所　

道
路
河
川
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
２
〜
６
４
８
１

問
　

３
月
26
日
、
県
道
茨
城
鹿
島
線
バ
イ
パ
ス
の
一
部
区

間
が
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
路
線
は
、
茨
城
町
奥
谷
か
ら
鹿
嶋
市
宮
中
に
至
る

幹
線
道
路
で
あ
り
、
ま
た
、
来
年
開
港
予
定
の
茨
城
空

港
と
鉾
田
市
内
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
と
な
り
ま

す
。

　

整
備
前
は
、
線
形
が
悪
く
幅
員
も
狭
い
な
ど
、
通
学

児
童
や
自
転
車
の
通
行
に
は
危
険
な
路
線
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
安
全
の
向
上
及
び
自
動
車
ど
う
し
の
交
通
事
故
抑
制

が
図
ら
れ
ま
す
。

県
道
茨
城
鹿
島
線
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
一
部
区
間
供
用
開
始

舟木

鉾田農高

鉾田北中

下冨田

鳥栖

供
用
開
始
区
間

メロンロ
ード

巴第一小

無
量
寿
寺

上
冨
田

県道鉾田茨城線

県道茨城鹿島線

【
供
用
開
始
区
間
】

　

延
長
６
７
３
m

　

幅
員　
　

14
m

市
役
所　

社
会
福
祉
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

問
　

鉾
田
市
乗
合
自
動
車
の
運
行
を
今
年
度
も
引
き
続
き

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
管
課
が
企
画
課
か
ら
社
会
福
祉
課
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
運
行

　

鉾
田
市
乗
合
自
動
車

◆
運
行
区
域

　

・
利
用
者
区
域

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん

　
（
大
洋
地
区
及
び
鉾

田
地
域
の
一
部
の
み
）

◆
新
規
の
ご
利
用
は

事
前
登
録
が
必
要

　

事
前
に
「
利
用
登

録
票
」
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

（
社
会
福
祉
課
又
は
自

動
車
管
理
事
務
所
へ
）

◆
運
行
日

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん

　
（
月
〜
金　

８
時

30
分
〜
17
時
※
祝
日・

年
末
年
始
は
運
休
）

乗車券の販売場所
市役所（社会福祉課）

大洋市民センター

車内（乗務員）

※有効期限が平成21年３月31日になっている乗
車券も引き続きご利用いただけます。

鉾田市乗合自動車管理事務所
（大洋総合支所敷地内）

◆乗車予約
　☎34－5255　FAX39－0050
◆予約受付時間　９時～ 15時
※電話番号はお間違えのないようにご注意ください。

特
別
障
害
者
手
当

　
　
　

等
に
つ
い
て

市
役
所　

社
会
福
祉
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
５
６
７

問
　

身
体
又
は
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
各
種
手
当
制

度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
手
当
に
よ
り
支
給
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
特
別
障
害
者
手
当
（
国
の
制
度
）　

　

身
体
又
は
精
神
の
障
害
に
よ
り
著
し
く
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
方

　

手
当
額　

月
額　

２
６
，
４
４
０
円

■
障
害
児
福
祉
手
当
（
国
の
制
度
）

　

身
体
又
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
程

度
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
方

　

手
当
額　

月
額　

１
４
，
３
８
０
円 

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
国
の
制
度
）

　

精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
家
庭
に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

手
当
額
１
級　

月
額
５
０
，
７
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

　
　
　
　

２
級　

月
額
３
３
，
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
児
童
１
人
に
つ
き
）　

■
鉾
田
市
在
宅
障
害
児
福
祉
手
当

　

満
20
歳
未
満
の
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
額　

月
額　

３
，
０
０
０
円

■
鉾
田
市
難
病
患
者
福
祉
手
当

　

鉾
田
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
茨
城
県
か
ら

交
付
さ
れ
て
い
る
「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
を
受
け
て
い
な
い
方
。　

　

手
当
額　

年
額　

２
０
，
０
０
０
円

平
成
21
年
度

　

補
装
具
等
巡
回
相
談
日
程

◆
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手

　
　
　
　
　

帳
を
お
持
ち
の
方
で
判
定
の
結
果
、

　
　
　
　
　

補
装
具
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方

◆
持
参
品　

身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）

　
　
　
　
　

印
鑑

◆
主　

催　
（
財
）
鉄
道
弘
済
会

　
　
　
　
　

義
肢
装
具
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
３
〜
５
６
１
５
〜
３
３
１
３

◆
問
合
せ
先　

市
役
所　

社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
６
７

会
場

日
程

時
間

鉾田市

鉾
田
中
央
公
民
館

５
／
７
、１
／
７

13:00 ～ 15:00

旭
地
区
学
習
等
供
用
施
設
８
／
６

大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー

10
／
１

神栖市

保
健
・
福
祉
会
館

７
／
２
、
11
／
５
、

２
／
４

は
さ
き
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
／
２

鹿嶋市

保
健
セ
ン
タ
ー

９
／
３
、
12
／
３

は
ま
な
す
公
民
館

６
／
４
、３
／
４

潮来市

津
知
公
民
館

８
／
７
、２
／
５

10:00～12:00

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
／
６

行方市

麻
生
公
民
館

４
／
３
、
10
／
２

北
浦
公
民
館

７
／
３
、１
／
８

玉
造
庁
舎
内
相
談
室

５
／
８
、
12
／
４

茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

（
旧
県
庁
１
階
）
判
定
日

４
／
28

５
／
26

６
／
23

７
／
28

８
／
25

９
／
29

10
／
27

11
／
24

12
／
22

１
／
26

２
／
23

３
／
23　

13:00 ～ 15:00
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人
件
費
・
物
件
費
な
ど
の
既
存
経
費
を
縮
減
、

市
税
減
収
分
を
補
う

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
１
７
４
億
５
，
２
０
０
万
円

市
税
減
収
額
２
億
２
，
１
８
０
万
円

既
存
経
費
の
縮
減
額
２
億
１
，
５
８
１
万
円

平
成
21
年
度
予
算
は
、
景
気
後
退
に
よ
る
市
税
等
の
減
収
分
を

人
件
費
、
物
件
費
等
の
既
存
経
費
の
縮
減
に
よ
り
対
応
し
、
平

成
20
年
度
の
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
や
再
編
交
付
金
、
合
併
特
例
債
等
の
活
用
に
よ

り
市
の
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】
地

方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。
一
般
会
計
は
、
基
本
的
・

全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る
会

計
で
す
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・

歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】
地
方
公
共
団
体
が
、

そ
の
仕
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入

で
、
そ
の
団
体
の
会
計
年
度
に

お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳
入
と

い
い
ま
す
。

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。（
市

民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
、
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。
団

体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を
な

く
し
、
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
行
え
る
よ
う
、
国
税
（
所
得

税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税

及
び
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集
め

ら
れ
た
財
源
の
う
ち
、
一
定
割

合
の
額
を
地
方
公
共
団
体
に
再

配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
債
…
市
の
借
入
金
（
借

金
）
で
償
還
が
２
年
以
上
に
わ

た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設
建

設
の
よ
う
に
一
時
的
に
多
額
の

経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期

間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
も

の
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行

う
特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国
庫

負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫

委
託
金
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う

事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途
が

特
定
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）

の
取
り
崩
し
金
や
他
の
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】
地
方
公
共
団

体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
す

る
も
の
で
、
義
務
的
経
費
、
投

資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費
に

区
分
で
き
ま
す
。
義
務
的
経
費

は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
で
、
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
経
費
で
す
。
投
資
的
経

費
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建

設
と
い
っ
た
行
政
水
準
の
向
上

に
か
か
る
経
費
で
、
普
通
建
設

事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、

失
業
対
策
事
業
費
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交

際
費
、
需
用
費
な
ど
消
費
的
性

質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共

施
設
な
ど
を
管
理
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、

心
身
障
害
者
な
ど
に
行
う
支
援

の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団

体
な
ど
に
対
し
て
行
政
上
の
目

的
で
支
払
う
経
費
で
す
。
報
償

費（
講
師
謝
金
等
）、役
務
費（
保

険
料
等
）、
負
担
金
・
補
助
金

及
び
交
付
金
（
助
成
金
等
）
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や

公
共
施
設
の
新
増
設
に
必
要
と

さ
れ
る
経
費
で
す
。

▼
災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で

被
災
し
た
も
の
を
復
旧
す
る
た

め
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を

償
還
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画

的
に
す
る
た
め
、
財
源
変
動
に

備
え
て
積
立
て
る
経
費
で
す
。

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
基
金
と
の
間
で
、
相
互

に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の
経

費
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】
地
方
公
共
団

体
が
行
う
事
業
を
目
的
別
に
分

類
す
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費

で
す
。

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務

な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

▼
民
生
費
…
障
害
者
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病

予
防
、
健
康
増
進
な
ど
の
経
費

で
す
。

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振

興
の
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤

整
備
等
の
経
費
で
す
。

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の

振
興
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
施

設
建
設
な
ど
社
会
資
本
整
備
の

た
め
の
経
費
で
す
。

▼
教
育
費
…
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め

に
借
り
た
お
金
（
市
債
）
の
元

金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利

子
を
支
払
う
経
費
で
す
。

▼
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目

に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
ま
と
め

た
科
目
で
す
。
各
種
基
金
へ
の

積
立
金
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
で
予
期

し
な
か
っ
た
支
出
に
対
応
す
る

た
め
の
科
目
で
す
。

用
語
解
説

地方交付税
5,831,151千円
33.41%

地方消費税
交付金

378,000千円
2.17%

地方譲与税
332,000千円
1.90%

自動車取得
税交付金
93,000千円
0.53%

地方特例交付金
63,600千円
0.37%

利子割交付金ほか
83,600千円
0.48%

市債
2,176,800千円
12.47%

国庫支出金
1,634,335千円

9.37%

県支出金
1,197,165千円
6.86%

分担金及び負担金
195,706千円

1.12%

諸収入
242,419千円
1.39%

繰越金
200,000千円
1.15%

繰入金
199,287千円
1.14%

使用料及
び手数料
116,847千円
0.67%

財産収入
28,638千円
0.16%

寄附金
1千円
0.00% 市税

4,679,451千円
26.81%

歳入

5,200万円
１７４億

…　依存財源
　　（67.56%）

…　自主財源
　　（32.44%）

一般会計

▲ ▲ ▲ ▲

歳入
歳入

歳出
歳
出

人件費
3,282,064千円
（18.81%）

扶助費
2,617,757千円
（15.00%）

公債費
2,158,898千円
（12.37%）普通建設事業費

2,448,282千円
（14.03%）1,544千円

（0.01%）

物件費
2,358,638千円
（13.52%）維持補修費

災害復旧事業費

106,037千円
（0.61%）

補助費等
2,588,559千円
（14.83%）

積立金
418,985千円
（2.40%）

投資及び出資金
111,930千円
（0.64%）

貸付金
16,520千円
（0.09%）

繰出金
1,322,786千円
（7.58%）

予備費
20,000千円
0.11%

１７４億
歳出

5,200万円

…　義務的経費
　　　（46.18%）

…　投資的経費
　　　（14.03%）

「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性

質
別
歳
出
に
は
、
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
義
務
的
経
費
」
と
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か
る

経
費
の
「
投
資
的
経
費
」
が
あ
り
ま
す
。　

　

歳
出
に
占
め
る
「
義
務
的

経
費
」
が
高
く
な
る
ほ
ど
硬

直
し
た
財
政
と
な
り
ま
す
。

　

鉾
田
市
は
、
歳
出
に
占
め

る
「
義
務
的
経
費
」
の
割
合

は
約
46
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　

　

前
年
度
の
予
算
と
比
較

し
た
場
合
、
主
な
増
減
は
、

人
件
費
が
約
１
億
５
千
万

円
の
減
、
補
助
費
等
が

約
５
千
６
百
万
円
の
減
、

普
通
建
設
事
業
費
が
約

４
億
５
千
７
百
万
円
の
増
、

積
立
金
が
約
３
億
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
を
縮
減
し
、

将
来
へ
の
備
え
や
社
会
資
本

の
整
備
の
た
め
に
投
資
的
経

費
を
伸
ば
し
た
メ
リ
ハ
リ
の

つ
い
た
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

一般会計

▲ ▲ ▲ ▲

　歳入は「自主財源」と国や
県などに頼った「依存財源」
に大きく分けられますが、こ
の自主財源が多いほど、行政
活動の自主性と安定性が確保
されます。鉾田市の自主財源
は全体の約32％にとどまって
いる状況です。
　新年度予算は、景気後退に
よる法人市民税及び各種交付
金等の減、評価替による固定
資産税の減収を見込みつつ、
生活対策臨時交付金、再編交
付金、合併特例債などの活用
を図り、前年度比3.7％増と
なりました。

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳

特別会計

ー

特別会計・企業会計予算合計額
１４４億３，９２６万３千円 ー

特定の歳入・歳出を一般会計と区分して経理する会
計が特別会計です。鉾田市では７つの特別会計と水
道の企業会計に区分されています。

　新年度の特別会計・企業会計予算合計は、前年度比1.5％増の144億3,926万
３千円となっています。後期高齢者医療特別会計の設置に伴い、老人保健特
別会計予算額が前年度比96.6％の減額となり、一方で農業集落排水特別会計、
公共下水道事業特別会計予算等が大きな伸びを示しています。

特別会計・企業会計 予算額　※（　）は前年度比
国民健康保険特別会計 7,574,875千円（△0.1%）
老人保健特別会計 13,997千円（△96.6%）
後期高齢者医療特別会計 406,282千円（△0.7%）
介護保険（保険事業勘定）特別会計 3,128,993千円（＋5.7%）
介護保険（サービス事業勘定）特別会計 10,201千円（＋45.7%）
農業集落排水事業特別会計 675,763千円（＋23.5%）
公共下水道事業特別会計 611,501千円（＋34.4%）

水道事業会計

収益的収入 1,134,003千円（＋0.3%）
収益的支出 1,134,003千円（＋0.3%）
資本的収入 488,465千円（＋36.1%）
資本的支出 883,648千円（＋22.7%）

地方債・基金残高

ー事業を厳選し合併特例債を活用 ー

基金は家庭でいえば貯金にあたり、市債は借金（ロー
ン）にあたります。２つのバランスを保ち、計画的
に管理運用することが大切です。

　市債残高は、新市まちづくり事業や下水道事業等の本格化に伴い増加傾向にあ
ります。残高の約半分は地方交付税により措置されますが、今後も事業を厳選し
合併特例債等の有効な活用に努めます。
　基金については、公共施設の老朽化に伴う維持補修費、普通建設事業費の伸び
による公債費の増加など将来の負担に備えるため積立を強化しています。

基金（貯金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約31億円

Ｈ18年度決算額 約46億円

Ｈ19年度決算額 約53億円

Ｈ20年度見込額 約61億円

Ｈ21年度見込額 約64億円

市債（借金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約282億円

Ｈ18年度決算額 約291億円

Ｈ19年度決算額 約288億円

Ｈ20年度見込額 約289億円

Ｈ21年度見込額 約297億円

Ｈ21
2009新年度事業ピックアップ

　老朽化した大洋中学校の体育館の改築、昭
和56年度以前に建てられた小中学校の耐震診
断を段階的に実施します。

大洋中体育館改築・
　　小中学校耐震診断

　質の高い保育環境及び定員増を図るため、
民間保育所の施設整備に対し適切な助成を行
います。

民間保育所施設整備費助成

　公費負担による妊婦健康診査を５回から14
回に拡充し、子どもを安心して産み育てるた
めの環境の充実を図ります。

※左写真の様式は前年度のものです。

妊婦健康診査の公費負担拡充

　市民の安全な生活を確保するため、市有施
設にAED（自動体外式除細動器）を段階的
に設置します。また、適切な場所への防犯灯
の設置やカーブミラー等の交通安全施設の整
備も進めます。

市有施設にＡＥＤ設置

　新型インフルエンザ対策について、市民の
混乱や不安を解消するため、正しい知識の普
及・啓発を行い平時からの対策を講じます。

インフルエンザ対策強化

　鉾田市誕生５周年を記念し、ＮＨＫ「のど自慢」
の開催。地域ブランドアップ振興事業の一環と
して「鉾田うまかっぺフェスタ」を開催します。

ＮＨＫのど自慢、
うまかっぺフェスタ開催

　旧旭保健センター施設を活用して鉾田農業
振興センターを設置し、地域ブランドの安全
性を確立するなどの営農指導体制の構築を図
ります。

鉾田農業振興センター設置
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　　～ありがとう先生、ありがとうお父さんお母さん、そして、ありがとうみんな！～卒業式・涙と感動の旅立ち
　梅香る３月、保育園、幼稚園、小中学校、高校と卒業式や卒園式が行わ
れました。中学・高校では、鉾田市が誕生して初めて行われた入学式の新
入生が、卒業を迎えました。
　３月10日に行われた鉾田南中の卒業式では、３年間で学んだ学事報告
が読み上げられ生徒たちの著しい成長を感じさせられる式典となりまし
た。鉾田南中伝統の一人ひとりにわたされる卒業証書授与は、今年もしっ
かりと小島益男校長から187名全員に手渡されました。そして、式が終了
したあと卒業生全員でステージに立ち並び、お礼の合唱が行われ感動の旅
立ちとなりました。
　また、平成20年度で閉園となる串挽
幼稚園でも３月18日に最後の卒園式が
行われ、13名の園児たちが元気に巣立っ
ていきました。串挽幼稚園の区域は、
平成21年度から鉾田幼稚園となります。

　　～新年度予算案など45議案審議・可決～平成21年第１回鉾田市議会定例会
　３月３日から１９日まで、平成21年第１回鉾田市議会定例会が開催さ
れました。
　鬼沢市長から平成21年度の市政運営について「『いのちとくらしの先進
都市』の実現に向けて、教育・福祉の充実、道路・環境などの生活基盤の
充実、地域ブランドを高め、地域活性化に資するための産業の振興などに
重点的に取り組み、市民が安心・安全に暮らすことができるまちづくりを
目指します。」と所信表明があり、新年度予算のほか条例の制定など43議
案と、議会から委員会提案として２議案が提案されました。審議の結果、
全議案とも可決されました。
　また、今定例会では、最終日に副市長
の人事案件についても提案がなされ塚原
祐次郎氏が選任されました。
　一般質問では、14名の議員が登壇し、
農業振興や環境問題、定額給付金などを
市執行部にただしました。

　　～鉾田市人権・同和問題講演会～人権意識の高揚を目指して
　３月６日、大洋公民館で、市民の人権意識の高
揚を目的として鉾田市人権・同和問題講演会が開
催されました。講師の茨城県私学協会会長廣瀬和
喜氏は、身近なところから取り組める事例を紹介
し、体験をまじえるなど、人権問題の重要性につ
いて講演しました。

　　～緑の森に癒されて～子どもの森づくり推進事業
　野友小と舟木小で、森林や自然への関心を深め
森林環境教育や自然体験活動を促進する目的で、
県緑化推進機構から補助を受け、間伐材を利用し
た東屋・ベンチ（野友小）、観察テーブル・棚（舟
木小）などが整備され、３月12日完成式典が行わ
れました。同機構理事長の田村輝穂氏による「緑
の講話」や記念植樹などが行われました。

　　～第４回こころの健康フォーラム～だれもが安心して暮らせるように
　２月20日、大洋公民館で精神障害に関する正しい
知識の普及を目的につくば国際大学の仙田志津代氏
を講師に迎え「こころの健康フォーラム」（市主催）
が開催されました。仙田氏は「誰にでもストレスは
あります。ただそれをどう乗り越えて行くか。話を
聞いてくれる人をひとりでもよいからもつことが大
切。」と講演されました。

～春の全国交通安全運動周知
県下統一キャンペーン～

　春の全国交通安全運動（４/６～ 15）に先立ち、
３月22日、鉾田市役所駐車場で交通安全関係者約
130名が参加し鹿行地区統一キャンペーンが実施
され、知事及び県警本部長からのメッセージ伝達
が行われました。その後、市内スーパーで啓発活
動も行われ、買い物客らに交通安全を呼びかけま
した。

ファーマーズマーケットなだろう絵画展（苺摘み体験）

　２月中旬に小学生を対象にした食育の一環で、市内小学校10校で実施された「苺
摘み体験学習」（市ブランドアップ振興協議会・市教委・JAかしまなだ主催）の

感想を表した絵画展が、３月６日から22日までＪＡかしまなだ
「ファーマーズマーケットなだろう」で開催されました。絵画展
には300点の絵が出品され、笑顔で苺をほおばる絵や友達と食べ
させあう絵など特徴をよくつかんだ色鮮やかな絵がならびまし
た。来店した主婦の一人は「子どもたちは印象に強く残ったもの
を大きく描いたり、特徴的に描くんですね。」と感心していました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

　２月28日、大洋公民館において地域活動支援センター「ス
マイルハウス」・「のぞみ」の利用者と素敵な仲間たちによるシ
ング・シングコンサートが開催されました。今回のコンサート
の為に利用者たちは、一つ一つ練習を積み重ね自分たちのスペ
シャルコンサートを実現させました。またゲストの鉾田一高生
４名で構成された「ＧＯ！ＧＯ！シーチキンＢＯＹ’ｓ」も迫
力あるエレキサウンドを披露し会場をおおいに沸かせました。
来場者からは「本格的なコンサートでびっくりしました。今後
も是非続けていって欲しいです。」などと声が寄せられました。

シング・シングコンサート実行委員会　鉾田市社会福祉協議会主催

シング・シングコンサートシング・シングコンサート
第４回鉾田市民舞踊まつり　

華やかな出で立ちで演舞華やかな出で立ちで演舞
　３月14日、大洋公民館で市民の交流の場として鉾田市民舞
踊まつりが催されました。出演者らは、お揃いの着物や髪飾り
を身につけ華やかな出で立ちで、大勢の観客から拍手や掛け声
をかけられていました。年々参加者は増え、今回は、10歳の
女の子２人も特別参加しました。平均年齢65歳のみなさんは、
演舞中はゆったりとした動きで優雅に踊りますが、踊り終える
と緊張の糸がほぐれるのか、足腰が痛くておお騒ぎとなること
が悩みの種とのことでした。

第９期ほこた塾「卒塾式」　

これからの地域づくりこれからの地域づくり
　３月15日、ほこた塾第９期生の卒塾式が行われました。卒
塾式に先立って行われた記念講座では茨城大学教授帯刀治先生
による「これからの地域づくり」と題して地域リーダーが認識
すべき新たな地域課題と今後の地域再生の方策について講演が
行われました。
　卒塾式では、冨田光世塾長から１人ひとりに修了書が手渡さ
れ、授与された塾生たちは、参加した感想やこれからの意気込
みなどを発表し今後の決意を新たにしていました。

徳宿小カシシプロジェクト　

児童が文房具などを発送児童が文房具などを発送
　徳宿小の５年生は、昨年度から総合的な学習の時間に「福祉：
私たちに出来ること」をテーマにアフリカ・ザンビアにあるカ
シシ子供の家への支援活動を通して学習を進めています。ノー
ト・鉛筆・サッカーボール等のなるべく新しくてコンパクトな
ものを選んで持ち寄り、２月には、鉾田ロータリークラブの皆
さんを迎えて梱包作業を実施し支援物資（約19kg）を発送し
ました。送料はロータリークラブからの善意で賄われました。
徳宿小では、毎年５年生がカシシ子供の家への支援活動を実施
しており、今後もこの活動を継続していきたいとのことでした。

～食育推進！日本一の野菜生産地
ほこたの子どもたち、その感動を絵に！～

こむこむ ほこた

HOKOTA
Community & Communication
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第３回鉾田杯中学校女子バレーボール大会

　３月１日、旭スポーツセンターで、鉾田市近隣中学19校が参加して第３回鉾田杯中学校女子バレー
ボール大会（主催：市教委）が行われました。指導者の熱のこもったアドバイスや、学校独自の声援
が会場のあちらこちらから聞こえてきました。

大会結果　
　優　勝　　波崎二中（神栖市）
　準優勝　　神栖一中（神栖市）
　３　位　　泉丘中（日立市）
　　　　　　鉾田南中（鉾田市）

申込締切４/15（水）
試験区分　男性Ａ・女性Ａ
受験資格
Ｓ55．４．２以降生まれの大卒者（卒業見込
含む）
第１次試験　５/10（日）

問　鉾田警察署　警務係　☎34－0110
警察本部警務課採用係　（フリーダイヤル）　☎0120－31－4058

警察官採用試験（平成２１年度第１回）

申込締切４/14（火）
受験資格
①Ｓ55．４．２～Ｓ63．４．１生まれ
② Ｓ63．４．２以降生まれの大卒者（卒業見込
含む）

第１次試験　６/14（日）

問　関東信越国税局　人事第二課　試験係
☎048－ 600－ 3111（内線2095・2097）

国税専門官募集

問　茨城労働局総務課☎029－224－6211

労働基準監督官募集

申込締切４/14（火）
受験資格
①S55．４．２～S63．４．１生まれ
②  S63．４．２以降生まれの大卒者（卒業見込
含む）

第１次試験　６/14（日）

問　人事委員会事務局☎029－301－5549

茨城県職員採用試験（上級）

申込期間５/11（月）～26（火）
受験資格
①S55．４．２～S63．４．１生まれ
②  S63．４．２以降生まれの大卒者（卒業見込
含む）

第１次試験　６/28（日）

申込期間４/13（月）～５/１（金）
< 第二種電気工事士受験対策（筆記）>
日時　 ５/11・12・18・19・25・26
　　　18：00～ 21：00
<ワードの活用 >
日時　５/13 ～ 15　９：00～ 16：00
<エクセルの活用 >
日時　５/20～22　９：00～16：00
共通事項
定員　10名
受講料　2,900円（テキスト代等含）
申込方法　受講料を持参のうえ、直接学院へ

問　県立鹿島産業技術専門学院　
☎0299－ 69－ 1171　（鹿嶋市林572－ 1）

鹿島産業技術専門学院在職者訓練講座

第３回鉾田杯中学生インドアソフトテニス大会

　２月21・28日、鉾田総合公園で、第３回鉾田杯中学生インドアテニス大会（主催：市体育協会）が行われました。
大会には市近隣中学校のほか茨城県選抜や東京選抜チームも参加するなどハイレベルな試合となりました。

大会結果（市内入賞校）
　女子２位トーナメント　優勝　
　　　　　　　　　　　　　大洋中
　女子３位トーナメント　優勝
　　　　　　　　　　　　　旭　中

第４回大洋柔道杯柔道大会

　３月14日鉾田総合公園で小中学生を対象と
した第４回大洋柔道杯柔道大会（主催：大洋柔
道）が行われました。

市内選手上位入賞者（敬称略）
男子◇小１の部：３位　羽成駿斗◇小３の部：３位　
萩原彩斗◇小４の部：３位　萩原新◇小５の部（45
㎏級）：準優勝　中島敬征（45㎏超級）：準優勝　小
野瀬優人◇小６の部（50㎏級）：優勝　浪方涼平（50kg
超級）：準優勝　萩沼壱生、３位　菅谷剛◇中１の部
（60㎏級）：３位　大槻祐也　（60㎏超級）：３位　関
根和輝◇中２の部（65㎏超級）：優勝　酒井駿太朗
女子◇小１の部：３位　津田七海◇小３の部：３位　
清水美希◇小４の部：３位　米川舞彩◇中１の部（50
㎏級）：優勝　中島蘭李◇中２の部（52㎏超級）：３
位　田口亮子

第８回ほこたオープン卓球大会

　３月15日、鉾田二校体育館で第８回ほこた
オープン卓球大会（主催:市卓球連盟）が行われ、
468名が参加し熱戦が繰りひろげられました。

市内選手上位入賞者（敬称略）
中学男子シングルス
　　　　　３位　田口暁敬（南中）
中学女子シングルス
　　　　　３位　飯岡夏子（南中）、 岡里美香（大洋中）
一般女子シングルス
　　　　　３位　額賀名花（鉾田二高）

平成２０年度鉾田市体育協会スポーツ賞・功労賞表彰
　市体育協会から、優秀な成績を収めた団体・個人に贈られるスポーツ賞。３月号に引き続き受賞
された方々を掲載します。問　鉾田市体育協会☎３２－４２６３
スポーツ賞個人の部（敬称略）

種目 氏名 所属 主な出場大会
ソフトボール 鬼澤朋子 明秀学園日立高 全国高等学校総合体育大会
カヌー 岩間茜 鉾田一高 高校総体、国体
サッカー 内田錬 鉾田一高 県高等学校サッカー新人大会

麻生啓太 鉾田一高 県高等学校サッカー新人大会
屋代克明 鉾田一高 県高等学校サッカー新人大会
菅谷涼平 鉾田一高 県高等学校サッカー新人大会

空手 桂木菜那 鉾田一高 関東高等学校空手道選抜大会
花塚早希 鉾田一高 関東高等学校空手道選抜大会
石崎友里絵 鉾田一高 関東高等学校空手道大会

陸上 平沼清一 鉾田一高 関東選抜新人大会
高野真一 鉾田一高 高校総体、国体
中村晋子 鉾田一高 北関東高等学校陸上競技対校選手権大会
木村重信 鉾田一高 高校総体、国体

スポーツ賞団体の部
団体名 主な出場大会

鉾田一高男子陸上部 関東選抜新人大会
鉾田一高サッカー部 県高等学校サッカー新人大会

団体名 主な出場大会
鉾田一高女子剣道部 関東大会
鉾田一高女子空手道部 関東大会

県弘道館アカデミー県民大学前期講座
生徒募集

問　レイクエコー☎0299－ 73－ 3877

申込期間４/５（日）～５/８（金）
講座名　 楽しいハーモニカ（中級）、水戸藩の歩

みⅡ、写経、筆跡心理学、大人が楽しむ
サイエンス体験、ゼロからはじめよう
家庭菜園、世界の三大美女に迫る、ス
ポーツ吹矢健康法、短歌づくりに挑戦

定員　各講座により30～ 50名
受講料　各講座により3,000円～ 5,000円
期間　各講座により５月～９月
申込方法　 お問合せいただくか、レイクエコー

ホームぺージをご覧ください
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invite募集します

　県告示により、旭地域・大洋地域に所在する
工場等からの騒音・振動について、騒音規制法・
振動規制法に基づく規制区域・規制基準が平成
21年４月１日より適用となります。鉾田地域
についてはこれまでどおり変更はありません。
規制区域区分・規制基準
　旭地域・大洋地域の規制区域区分について、
騒音が第３種区域、振動が第２種区域となります。
規制基準については、次のとおりとなります。

騒音・振動規制法に基づく
規制地域・規制基準について
問　市役所生活環境課☎33－2111（内線1134）

問　市役所収納課☎33－2111（内線1173～1175）

県内初の不動産合同公売実施

　３/３県内初の４市（鉾田・行方・鹿嶋・潮来）
合同による不動産公売を実施し、大きな成果を
あげることができました。
　今後も市税等滞納処分として不動産公売を実
施していきます。
売却区分 公売物件 最高価申込額（落札額）

鉾田市
20－４ 畑 560,000円
20－５ 田 1,011,000円
20－６ 田 681,500円

問　市役所収納課☎33－2111（内線1173～1175）

インターネット公売を行います

　市では、Yahoo!JAPAN が提供するイン
ターネットオークションシステムを利用して、
家宅捜索により差押えた財産のインターネット
公売を実施します。　
アドレス　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp

参加申込期間
４/14（火）13：00～４/30（木）17：00

せり売り期間
５/８（金）13：00～５/11（月）13：00

　～公売財産の下見会を行います～
日時　４/22（水）10：00～ 15：00
場所　市役所１階ロビー
※ 滞納税の完納などにより中止になる場合があります。
差押えの状況（平成21年２月末現在）

不動産 動産 預貯金 その他債権等 合計
件数 93 56 360 19 528

農業振興地域整備促進協議会の
開催月のお知らせ

問　市役所産業経済課
☎33－2111（内線1162・1166）

　平成21年度協議会の開催月を下記のとおり
決定しました。農振地域の変更（除外・編入）
を予定している方は、協議会開催時にあわせて、
申請できるように準備して下さい。

開催月 申請受付期間（土日祝日除く）
H21年６月 H21．５．１～ 29まで
H21年10月 H21．９．１～ 30まで
H22年２月 H22．１．４～ 29まで

※農振地域から除外をする場合には、申請から
除外証明が発行されるまでに約６ヵ月の期間が
必要となりますので、早めに準備して下さい。

問　市役所社会福祉課☎33－2111（内線1563）

５月１日から７日までは憲法週間です

　５月３日の憲法記念日を中心に５月１日から
７日までの１週間を憲法週間とし、関係機関で
は人権尊重思想の普及高揚に努めています。
　基本的人権の尊重は日本国憲法の重要な柱の
一つであり、すべての人の人権が尊重される社
会が実現されなければなりません。
　憲法週間に当たり、身近で起こる差別や偏見
について一人一人が考え、人権尊重の意識を高
め、豊かな人間関係をつくりましょう。
　人権問題でお困りのときは、最寄りの法務局の
人権相談所又は人権擁護委員までご相談ください。

水戸地方法務局
茨城県人権擁護委員連合会

１.騒音（工場等に係る規制基準）　単位：デシベル

区分
８：00

～

18：00

６：00

～

８：00
18：00

～

21：00

21：00

～

６：00

第３種区域 65 60 50
※ 第３種区域とは都市計画区域内のうち用途地
域の指定のない地域などが該当します。

２. 振動（工場等に係る規制基準）　単位：デシベル

区分
６：00

～
21：00

21：00

～

６：00
第２種区域 70 60

※ 第２種区域とは都市計画区域内のうち用途地
域の指定のない地域などが該当します。

　現在、霞ヶ浦流域に浄化槽を設置する場合、
県霞ヶ浦水質保全条例により高度処理型浄化槽
とすることが義務付けられています。
　また、平成21年４月１日からは、「高度処理
型浄化槽の設置」が建築確認の審査要件とな
り、従来の「通常型浄化槽」では建築基準法に
よる確認済証が交付されません。不正に通常型
浄化槽を設置した場合は、県霞ヶ浦水質保全条
例による罰則の対象となりますのでご注意くだ
さい。
　なお、高度処理型浄化槽を設置する際には、
補助制度や無利子資金融資制度をご利用いただ
けますので、お問合せ下さい。
※ 浄化槽からの放流水を敷地内で処理する場合
は、従来どおり通常型浄化槽を設置すること
ができます。

問　県生活環境部環境対策課☎029－ 301－ 2968
　　 県土木部都市局建築指導課☎029－ 301－ 4727

高度処理型浄化槽の設置義務について

　法律の改正により労働保険の年度更新期間
が、下記のとおり変更されます。

平成21年度から労働保険年度更新期間と
申告・納付期限が変わります

問　茨城労働局労働保険徴収室☎029－ 224－ 6213

　また、労働保険概算・確定、石綿健康被害救
済法一般拠出金申告書の申告・納付期限が７月
10日に変更されます。
　なお、保険料を算定する期間については、従
来どおり変更は無く、前年の４月から本年の３
月までとなります。
　労働保険料の納付期限についても、第２期分
が10月31日まで、第３期分が１月31日までに
それぞれ変更されます。

平成20年度まで
４/１～５/20

平成21年度から
６/１～７/10

問　市役所農業委員会☎33－2111（内線1251・1252）　

農業委員会からのお知らせ

受付相談日　４/８（水）・９（木）
　　　　　　　大洋市民センター９：00～12：00
　　　　　　　旭市民センター 13：00～16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

ハーモニーフライトいばらき２００９
団員募集（研修先：オランダ・フランス）

問　県知事公室女性青少年課☎029－ 301－ 2178

申込期間４/13（月）～５/13（水）
　地域の女性リーダーを育成するため、男女共
同参画をはじめ、環境・福祉・教育のテーマに
ついて海外研修を実施します。
派遣期間　10/25（日）～ 31（土）の７日間
　　　　　※その他、事前研修・事後研修を予定
参加費　 24万円程度（渡航経費の１/２、事前・

事後研修費として）
募集人員　13名
応募資格　 30歳以上61歳未満、５年以上県内

在住女性（県が主催した海外派遣事
業に参加した経験がある者、国又は
地方公共団体の議会の議員及び公務
員は応募不可）

応募方法　 申込書等関係書類を市役所企画課へ提出

問　市役所企画課☎33－2111（内線1302）

市民農園　利用者募集中

　自分で作った野菜を食卓に！
利用資格　鉾田市内または鉾田市近隣在住
利用料金　3,000円 / 年
　　　　　　　（３/31までの年度契約）
面積　１区画　42㎡（６m×７m）
【農場に備えてあるもの】
鍬・スコップ・一輪車・まんのう　等

　毎日の暮らしの中で起こるさまざまな問題を
解決に導くための相談です。
日時　４/16（木）10：00～ 15：00
場所　鉾田中央公民館

特設人権相談所開設
秘密厳守・無料・予約不要

問　市役所社会福祉課☎33－2111（内線1563）

問　市役所産業経済課　☎33－2111（内線1163）

青果物出荷者の皆さまへ

　ポジティブリスト制度の施行や農薬の適用作
物など、農産物の生産に関する規制が日々変化し
ています。市では生産者の方々に迅速な情報伝
達をしていくために、市内の出荷組合や個人の出
荷者を把握しております。次のような要件に該当
する場合は産業経済課までご連絡ください。
　<出荷組合 >
　・新規に設立された組合
　・代表者などに変更があった組合
　<個人の出荷者 >
　　農協や出荷組合に属していない出荷者
ポジティブリスト制度
「食品衛生法」で基準が定められていない農薬
の残留量が一定の量（0.01ppm）を超えた食
品の流通を規制する制度（平成18年５月に施行）

問　市役所税務課☎33－2111(内線1181・1182)

課税台帳などの縦覧・閲覧

期間　４/１（水）～６/１（月）※土日祝日除く
場所　市役所税務課・各支所総合窓口グループ
<土地家屋価格等縦覧帳簿の縦覧>
対象者　 固定資産税の所有者（納税義務者）・固

定資産税の納税管理人・所有者の委任
状を所持している人

<固定資産課税台帳の閲覧>
対象者　 固定資産税の納税者、借地人・借家人

や使用収益を目的とする権利者で賃貸
料等の対価支払者

※ 賃借権者、使用収益者は契約書などが必要です
○ 縦覧・閲覧をする方は対象者であることを確
認できるものを提示ください。
○ 上記期間中の縦覧・閲覧料は無料です。（記載
事項の証明書交付は有料）
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毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

●４/６（月）鉾田市役所
●５/７（木）大洋総合支所
※時間はいずれも８:15～９:15

３月２日、旭総合支所で行われた朝
市トークのようす。遺族会や旭保健
センターが話題となりました。

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス

電話案内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

４/８（水）13：30～15：30
鉾田中央公民館

＊毎月第２水曜開催

市立図書館休館日　4月 休館日

つくば（９：00～ 21：00） ☎029－852－9999
大阪（24時間対応） ☎072－727－2499
日本中毒情報センターhttp://www.j-poison-ic.or.jp

中毒110番

毎日（18：30～ 22：30）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

毎日（20：00～ 23：00）☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－2鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

献血にご協力ください
４/３（金）10：00～16：00 セイミヤ鉾田舟木店

４/16（木）９：30～12：00 大洋保健センター
13：30～16：00 カスミ大洋店

納税カレンダー
介護保険料 １期

納期限
４/30
（木）

休日診療
電話番号 ４月

鉾田病院 ３２－３３１３ ５・29
高須病院 ３３－２１３１ 12・５/３
ハタミ病院 ３３－３１５８ 19
北浦整形外科 ３３－２１３６ 26

健康カレンダー
旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

事業名 場所（項目） ４月

乳児健診 鉾田 15（水）
（H20．12生）

育児相談
旭 ９（木）
鉾田 15（水）
大洋 ７（火）

幼児健康
診査

鉾田

１歳半健診 17（金）
（H19．９生）

２歳児歯科健診

３歳児健診 14（火）
（H17．12生）

大洋 ３歳児健診 ７（火）
（Ｈ17.10～12生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 ８・15（水）
鉾田 ９・16（木）
大洋 10・17・24（金）

（４/３～５/３までの予定を掲載）

精神保健事業
事業名 場所（時間） ４月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30） ３・10・17（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） ８・22（水）

鉾田
（９：30～11：30） 15（水）

大洋
（９：30～15：00）６・13・20・27（月）

問　鉾田農業高校☎36－3329

鉾田農業高校第７回苗物市

日時　４/29（水）９：30～ 11：30（雨天決行）

場所　鉾田農業高校農場

内容　 苗の販売（ナス、ピーマン、キュウリ、

スイカ、トマトなど野菜苗とサルビア、

マリーゴールド、ペチュニアなど草花苗）

焼き菓子など加工品販売

※ 数に限りがありますので売切れの際にはご了

承ください。

あなたの特技を活かしませんか
平成21年生涯学習ボランティア人材募集

問　鉾田市教育委員会生涯学習課☎３７－４３４１
ＦＡＸ　３７－３１８５

　市民の皆さん一人ひとりが、これまで学習し
たことや体験したことを活かして他の人の生涯
学習を支える生涯学習ボランティア人材を募集
します。
活動内容・分野
　施設支援・学習指導・地域支援・学校支援
募集対象
　 生涯学習に関心があり、積極的に活動できる
16歳以上の個人・団体等
募集期間　　随時募集
応募方法
　登録用紙に記入の上、郵送、
　ファックス又は持参でお願いします。
　 ※ 登録用紙は生涯学習課、各公民館窓口又は、
生涯学習課ホームページ

　　（http://www.city.hokota.ed.jp）から取得可

問　鉾田市教育委員会生涯学習課☎37－4341

子ども読書の日ポスター展

　４月23日の「子ども読書の日」に合わせて、

ポスター展を開催します。市内の小中学生から

募集した作品の中から、入賞した作品を展示し

ます。皆様お誘い合わせの上、ご来館下さい。

日時　４/23（木）～29（水）　９：00～17：00

場所　鉾田市立図書館

　　　※月曜日は休館

お詫びと訂正

　広報ほこた３月号に誤記がありました。

下記のとおり訂正してお詫びします。

　市人口　　　　総数　51,815人

　　　　　　　　男性　25,999人

　　　　　　　　女性　25,816人

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　　鉾田本所　☎32－5831
　　旭支所　　☎37－3571
　　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

４月 ９日（木）
社協旭支所

23日（木）
鉾田中央公民館

５月 28日（木）
旭学供施設

14日（木）
大洋公民館

（平成21年２月１日現在）

５/１（金）
（Ｈ18．10生）

10（金）
（Ｈ18．９生）・
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